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研究成果の概要（和文）：７０歳以上の高齢者に対する疫学調査を行い、夜間頻尿と骨折の発生・

死亡率との関連を調査した。５年間の追跡期間中、骨折について、関連する因子を補正した後

の夜間頻尿を有する群のハザード比は 2.01 (1.04–3.87, p = 0.04) であり、転倒による骨折のハ

ザード比は 2.20 (1.04–4.68, p = 0.04)であった。５年間の死亡率は、夜間頻尿を有する群で高

く、補正後のハザード比は 1.98 (1.09–3.59, p = 0.03)であった。７０歳以上の高齢者では夜間

頻尿は骨折発生と死亡率上昇の独立した危険因子であった。 

 

研究成果の概要（英文）： We evaluated the association of nocturia with fracture and death in a 

large, community based sample of Japanese individuals 70 years old or older. We compared the 

risk of bone fracture and death with or without nocturia in a multivariate Cox proportional hazard 

model. For all fractures with nocturia the HR was 2.01 (95% CI 1.04–3.87). The mortality rate in 

individuals with nocturia was significantly higher than in those without nocturia. For mortality in 

patients with nocturia ¥adjusted HR was 1.98 (95% CI 1.09–3.59, p = 0.03). During a 5-year 

observation period elderly individuals with nocturia were at greater risk for fracture and death than 

those without nocturia. 
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１．研究開始当初の背景 

 高齢者において下部尿路症状は生活を営
む上で大きな障害となり、quality of life 
(QOL)を低下させるといわれている。なかで
も頻尿や尿失禁の存在はQOLの低下のみにと
どまらず、尿失禁のための皮膚炎の合併、羞
恥心による外出の抑制など、高齢者が健康で
生き甲斐を持って生活する上で大きな妨げ
となり、寝たきり老人の増加にも関連してい
るといわれている。高齢者において、夜間頻
尿は下部尿路症状の中でもQOLを大幅に低下
させることが知られており、その影響は計り
知れない。 
 これまで、夜間頻尿は QOL を低下させるだ
けの疾患と考えられてきた。事実、国際禁制
学会は夜間頻尿を「夜間に排尿のために起き
なくてはならない愁訴」と定義しており、愁
訴：つまり夜間頻尿のために困っていなけれ
ば夜間頻尿とは定義しないとしている。しか
し、夜間に高齢者がトイレに行く際には様々
な問題が生じる可能性があり、その問題を明
らかにする事が必要と考えられる。これまで
夜間頻尿が高齢者に対して何をもたらすか
という視点からの質の高い疫学調査はほと
んど行われていない。 
 
２．研究の目的 

 本研究は疫学調査に引き続く前向きコホ
ートスタディーにて調査することにより、夜
間頻尿が高齢者に対して及ぼす影響を明ら
かにする事を目的とした。さらに、その結果
を解析することにより高齢者において夜間
頻尿の治療を行うことの必要性を明らかに
する事を目的とした。今回の研究では、高齢
者にとって、要介護認定となる原因疾患の中
で３０％程度を占める骨折の発生について
と、死亡率について前向きコホートスタディ
ーを行った。 

 

３．研究の方法 
(1)対象者 
 宮城県仙台市宮城野鶴ヶ谷地区に居住す
る７０歳以上（２００４年４月１日の時点）
の男女２９２５名（男性１２１１名、女性１
７１４名）を対象に、高齢者綜合機能評価「寝
たきり予防検診」への参加を呼び掛けた。同
地区の 70 歳以上の住民に案内状を郵送した
ところ 2003 年 7 月に実施した「寝たきり予
防健診」には９４８名（男性４３１名、女性
５１７名）が参加した。居住住民に対する参
加率は 32.8％（男性 35.8％、女性 30.6％）
であった。 
 長期の追跡調査の対象者は、上記の対象者
の中で、国民健康保険に加入しており、行政
組織からのレセプトの提供、診療録の調査等
の追跡調査について文書で同意した７８４

名（男性３５７名、女性４２７名）とした。 
 
(2)調査方法・調査項目 

基本的調査項目 
 「寝たきり予防健診」の参加者は地域のコ
ミュニティセンターに集まり、身長・体重、
血液検査、運動機能検査、歯科健診や 1 対 1
の面接による直接問診形式で聞き取り調査
を行った。また、参加者は、普段服用してい
る全ての内服薬を健診会場に持参し、1 名の
薬剤師が服薬内容についても調査した。 

泌尿器科的調査項目 
 泌尿器科症状については、国際前立腺症状
スコアに基づき質問票の項目と昼間排尿回
数、夜間排尿回数について全対象者に対し聞
き取りを行った。聞き取りは、泌尿器科医 1
名と看護師 2名が聞き取り内容・方法につい
て事前に十分検討・準備した上で行った。  
  
(3)夜間頻尿の背景因子の解析 
 本研究で用いた背景因子に関する調査項
目は、年齢、性別 、うつ状態、飲酒状況、
喫煙状況、疾患既往歴である。 
 うつ状態の評価は高齢者うつ病評価尺度
（Geriatric Depression Scale; GDS）を使
用した。 飲酒に関しては、「現在飲酒して
いる」、「以前飲酒していたが今はやめてい
る」、「若いころから飲酒しない」の 3通りの
どれに当てはまるかを質問した。喫煙に関し
ても同様に「吸っている」、「以前は吸ってい
たが、今はやめている」、「若いころから吸わ
ない」のどれかを尋ねた。BMI は、計測した
身長・体重から計算した。また、疾患既往歴
に関しては、脳卒中、高血圧、虚血性心疾患、
糖尿病、悪性疾患、腎疾患の既往の有無を調
査した。 
 
(4)長期追跡の方法 

骨折発生の把握と解析 
 仙台市から、長期追跡調査対象者の国民健
康保険レセプトを５年間提供された。このう
ち入院レセプトの病名欄に骨折病名の存在
するものを抽出した。これらの入院について、
入院施設の診療録を調査し、骨折による入院
であることを確認するとともに、骨折発生の
日時、原因、治療について調査を行った。 

死亡発生の把握と解析 
 仙台市から長期追跡調査対象者の国民健
康保険の脱退情報を５年間提供された。この
なかで、脱退理由が死亡であるものを死亡と
判断し、その脱退日を死亡日とした。夜間排
尿回数を１回以下と２回以上とで分類し、カ
プランマイヤー法にて生存率を解析した。 
 
(5)統計解析方法 
 夜間頻尿の危険因子の解析はχ二乗検定、



にて行い、多変量解析についてはロジスティ
ック解析を行った。また、長期の追跡調査に
関する夜間頻尿と骨折・死亡との関連につい
ての多変量解析はコックスの比例ハザード
モデルを使用した。死亡率に関するカプラン
マイヤー法においては log-rank test を使用
した。統計ソフトは SAS ソフトウエア®（バー
ジョン９.１）を使用し、各検定、解析は両
側検定で、ｐ値 0.05未満を統計的に有意と
した。 
 
 
４．研究成果 
(1)夜間頻尿の頻度と背景因子 
 夜間頻尿（一晩に２回以上）は７８４名中
３５９名(45.7%)に認められた。その回数分
布を図１に示す。 

 夜間頻尿の背景について表１に示した。男
性（p=0.02, オッズ比 1.56）、虚血性心疾患
の既往（p<0.01, オッズ比 1.87）、悪性疾患
の既往（p<0.01, オッズ比 2.15）が陽性の危
険因子であった。また、現在喫煙中（p=0.02, 
オッズ比 0.59）は陰性の危険因子であった。 
 

図１：夜間排尿回数分布 
 

表１：夜間頻尿の背景因子 
 
 
(2)夜間頻尿と骨折発生との関連 
 ５年間の追跡期間中、骨折が原因となった

入院は４１例（5.3％）の症例で発生した。こ
のうち、夜間排尿回数が１回以下の群では、
５年間での骨折による入院症例は 3.5％であ
ったのに対して夜間排尿回数が２回以上の
群では 7.2％であった。 

 また、転倒による骨折が３２例（4.1％）で
あり、夜間排尿回数が１回以下の群では
2.6％、２回以上の群では 5.8％であった。 

 転倒と関連する因子（年齢、性別、Body 

Mass Index(BMI)、抗うつ剤の使用、眠剤の
使用、利尿剤の使用、functional reach test の
結果）を補正した結果では、有意に夜間頻尿
も有無と骨折発生は関連を認めており、男女
を別にしてみた結果でもこの傾向は変わら
なかった。骨折発生に関する夜間頻尿を有す
る群のハザード比は 2.01 (95% 信頼区間：
1.04–3.87, p = 0.04) であり、転倒による骨折
のハザード比は 2.20 (95%信頼区間：
1.04–4.68, p = 0.04)であった（表２）。 
 
 

図２：夜間頻尿の有無と 
   ５年間の骨折発生の頻度 
 
 
(3)夜間頻尿と死亡との関連 
 ５年間の追跡期間における死亡は５３例
でみられた。このうち、夜間排尿回数が１回
以下の群では１８例（4.2％）、２回以上の群
では３５例（9.7％）の死亡が確認された。死
亡率は、夜間頻尿を有する群で高い結果であ
った。性別・年齢を補正後のハザード比は
1.91 (95% 信頼区間：1.07–3.43, p = 0.03)で
あり（表２）、さらに喫煙、糖尿病、虚血性
心疾患、腎疾患、脳卒中の既往、抗うつ剤、
眠剤、利尿剤の使用の有無で補正した結果も
変化がみられなかった(ハザード比：1.98, 

95%信頼区間：1.09–3.59, p = 0.03)（表２）。 
 
 
 
 
 



 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
図３：カプランマイヤー法による死亡率 
   実線：夜間排尿回数１回以下 
   点線：夜間排尿回数２回以上 
 
 
 

表２：夜間頻尿と骨折発生・死亡率との関連 
骨折に関する補正因子は年齢、性別、Body Mass 

Index(BMI)、抗うつ剤の使用、眠剤の使用、利尿剤の使

用、functional reach test の結果 

死亡率に関する補正因子は 

Model1:年齢、性別 

Model2:年齢、性別、喫煙、糖尿病、虚血性心疾患、腎

疾患、脳卒中の既往、抗うつ剤、眠剤、利尿剤の使用 

 
(4)考察 
 これまで、夜間頻尿と転倒との関連につい

て示した論文は散見される（Jensen et al. 

Ann Int Med. 2002, Parsons et al. BJU Int. 
2009）が、骨折との関連を調査した論文は少

ない。これまでの報告は hip fracture のみ

を対象とした後ろ向きのもの(Asplund Arch 
Gerontol Geriatr.2006)であり、前向き調査

は今回の調査が初めての調査である。 

 今回の調査では診療録により骨折原因を

調査したことから診療録に記載のないケー

スの多かった骨折の発生時刻をはっきりさ

せることはできなかった。そのため、これら

の骨折が、夜間に排尿のためにトイレに行っ

た際に発生しているのか、夜間頻尿による睡

眠障害により昼間に発生しているのかにつ

いては明らかとすることはできなかった。夜

間頻尿は日中の活動性が低下させることも

報告 17されており、日中に骨折が発生してい

ることも予想される。しかし、夜間頻尿が直

接の原因であるか否かは別として夜間頻尿

が高齢者にとって骨折に関して独立した危

険因子であることが明らかである。 

 高齢者にとっての骨折は介護保険におけ

る要介護認定の原因疾患 9.3％を占める原因

疾患であり（厚生労働省 平成１９年度国民

生活基礎調査の現況）、高齢者にとって非常

に重大な問題である。骨折が発生した場合、

その後の QOL は著明に低下するだけでなく、

運動機能の低下は死期を早めることも知ら

れている。高齢者の夜間頻尿に対して QOL を

低下させなければ対処は不要と考えるべき

かどうか、改めて十分議論と質の高い研究が

必要と考えられる。 

 夜間頻尿と死亡との関連について論じた

論文は非常に少ない。男性では３回以上の

夜間頻尿が死亡の危険性を高くするという

論文（Asplund BJU Int. 1999)、虚血性心

疾患を有する患者群において夜間頻尿が独

立した死亡の危険因子であるとした論文、

夜間頻尿と死亡率は高齢者よりも若年者で

むしろ危険度が上昇するとする論文

(Kupelian et al. J Urol. 2011) などの報告

のみである。今回の解析においては、夜間

頻尿の原因となるリスク因子、死亡の原因

となる可能性が高い疾患の既往について補

正した後にも夜間頻尿は死亡の独立した危

険因子であった。夜間頻尿と死亡との直接

的な関連は明らかではないが、夜間頻尿は

各種の疾患の初期症状となっている可能性
22 があり、夜間頻尿に対して原因検索を行

うことにより死亡のリスクを減少させるこ

とができる可能性が示唆される。今後は早

期に夜間頻尿を診断することによりその後

の予後の変化が得られるかという視点での

研究が待たれる。 
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